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人口の推移から見る都心部の社会基盤整備について

1961年
(S36)

現 釧路駅開業

1963年
(S38)
旭跨線橋
架橋

1973年
(S48)
北中跨線橋
架橋

1980年
(S55)

人口ピーク
約23万人

1989年
(H元)

北大通の車線数増 (22ｍ→30ｍ)

1971年
(S46)
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第１期
鉄道高架の検討

2001年
(H13)
第２期

鉄道高架の検討

人口増による急速な自動車
社会の到来!!

2012年
(H24)
第３期

鉄道高架の検討

人口・交通量増加
予測に基づく検討 人口・交通量減少

が予測される中、
望ましい駅周辺の
将来像実現のため
の検討

人口・交通量減少
の中、コンパクト
なまちづくりの推
進と津波防災の視
点からの検討

約50年が経過
・跨線橋など社会基盤の老朽化

・津波防災への対応
・にぎわいの喪失 人と公共交通中心の空間へ

【釧路都心部まちづくり計画】

・将来予測人口
約30万人

・将来交通量
(旭)約4.3万台/日

・将来予測人口
約24万人
・将来交通量
(旭)約3.4万台/日

・将来予測人口
約15万人

・将来交通量
(旭)約2.6万台/日

自動車交通優先の空間



都心部の現状と課題について
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昭和50年代の北⼤通 令和時代の北⼤通

○都⼼部は、⼈⼝減少やまちの拡⼤など様々な要因により、かつての⼈
の賑わいがなくなっている。

○現状の道路網は⾃動⾞優先でつくられており、朝・⼣のラッシュ時に、
都⼼部を⽬的地としない通過交通により混雑する。⼥性や⼦供、お年寄り、
家族連れが安⼼して歩いて楽しめる空間にはなっていない。

○約５０年前に整備した社会基盤の⽼朽化や津波災害のリスクが⾼まって
いる。



都心部の現状と課題について

３

釧路駅

幣舞橋釧
路
川

大津波時の浸水区分

３ｍ超５ｍ以下

５ｍ超１０ｍ以下

旭橋

北海道による想定(H24.6)

釧路駅前や北大通に流入
する通過交通

①釧路駅前のラッシュ時の様子

②北大通周辺のラッシュ時の様子

東西の通過交通
約１万台/日

南北の通過交通
約１～２万台/日

①

②

【旭跨線橋】
架橋1963年⇒築58年

【北中跨線橋】
架橋1973年⇒築48年

架け替えの時期が迫っている!

久寿⾥橋

安全な歩行や公共交通運行の妨げ!

大津波時、交通混乱発生の要因!



釧路都心部まちづくり計画について
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３－１本計画の策定に至るこれまでの経過

平成29年度

市民意識調査 (アンケート)等の実施
市では、駅周辺を含む都心部のまちづくりに

関する、市民や事業者の意向を把握するため、
アンケート調査や意見交換会を実施。

平成30年度

釧路都心部まちづくり計画
【基本構想編】の策定

基本構想編は、市民意識調査などの結果を踏ま
え、都心部の将来像や駅周辺の再整備のイメージ
などを整理。

釧路都心部まちづくり計画は、駅周辺を中心とする都心部を市の「顔」として、また、ひがし
北海道の玄関口として、市民、行政、民間事業者がその将来像を共有し、連携して活性化に取り
組むための指針であり、【基本構想編】と【事業構想編】の二部構成からなるものです。
ここでは、本計画の策定経過や内容等について説明します。

令和元～2年度

釧路都心部まちづくり計画
【事業構想編】の策定

事業構想編は、基本構想編で定めた、都心部
の将来像を踏まえ、主にゲートウェイ(駅周辺)
や、にぎわい交流ゾーン(北大通など)を対象と
した、駅周辺の鉄道施設、都心部交通ネット
ワーク、土地区画整理の３つの事業構想を整理。



釧路都心部まちづくり計画について
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３－２基本構想編による都心部の将来像について

市民意識調査による市民の意向や、有識者からの助言を踏まえ、都心部の将来像を以下の
とおり、まとめました。



釧路都心部まちづくり計画について
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３－３基本構想編による都心部のゾーニングについて

ゾーニングとは、建築物などの機能や用途を考えて、空間を分けて配置することです。これに
よって、各ゾーンの個性や特徴を明確にし、都心部の魅力を創出する機能の集積や充実を図るほ
か、各ゾーンの相互間の連携により、賑わいの創出を目指します。

【基本構想編】では、右の図表のように、
都心部の各エリアの特性を踏まえた８つの
ゾーニングを設定しました。

なお、ゲートウェイ(駅周辺)と、にぎわい
交流ゾーン(北大通など)のゾーニングの考え
方を以下のとおりまとめました。
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３－４事業構想編の基本方針について

【事業構想編】では、【基本構想編】における都心部の将来像やゾーニングの基本的な考え方
を踏まえ、「人と公共交通が主役」「人々が憩い楽しむシンボル軸となる空間」をキーワードに、
以下のように基本方針を定めました。
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３－５事業構想編の基本方針に基づく将来の釧路駅周辺の姿
ここでは、【事業構想編】の基本方針に基づく、鉄道高架を基本とした将来の釧路駅周辺の
イメージ図を示します。
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３－６事業構想編の基本方針に基づく駅前オープンスペースのイメージ

釧路都心部まちづくり計画について

宮崎県日向市の鉄道高架を基本とした駅周辺再開発では、持続可能なコンパクトなまちをつく
ることを大目標に掲げ、人が集い、人がふれあう、活気に満ちた生活文化交流空間づくりとして
駅前に交流広場(オープンスペース)を整備し、賑わいが生まれています。

出典：公益社団法人 日本交通計画協会作成資料 宮崎県日向市



釧路都心部まちづくり計画について
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３－７事業構想編による駅周辺の導入機能のコンセプト
駅周辺の活性化に向け、以下のコンセプトに基づき、導入機能の検討を進め、拠点づくりを
進めていきます。
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３－８事業構想編の基本方針に基づく北大通などの再構築のイメージ
北大通などのにぎわい交流ゾーンは、道路空間の再構築により、歩行空間を拡幅し、歩きやす
く、居心地のよい道路空間の形成(以下、ウォーカブル化)を図り、賑わいを創出します。
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３－９事業構想編の基本方針に基づく将来の北大通のイメージ
愛媛県の松山市にある花園町通りは、車道の車線数を減らし歩道空間を広げフリースペース
を配置することで、賑わいが生まれています。

※※イメージ※

出典：国土交通省資料（官民連携による街路空間再構築・利活用の事例集 2018年3月） 愛媛県 松山市 花園町通り
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３－１０将来の都心部交通ネットワークについて

本計画で示す都心部の将来像を実現するため、都心部を自動車優先の空間から、人と公共交通
優先の空間に変えていきます。そのためには、都心部環状道路を配置し、都心部通過を目的とし
た自動車の流入を抑制する必要があります。

図表 都心部環状道路の配置による、通過交通の流入抑制イメージ
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３－１０将来の都心部交通ネットワークについて
将来の都心部交通ネットワークの基本的な考え方を以下のように整理しました。

釧路都心部まちづくり計画について

将来の都心部交通ネットワーク

将来の都心部交通ネッ
トワークのうち、道路空
間の再構築・ウォーカブ
ル化を検討する区間

○都⼼部への通過交通の流⼊
を抑制し、賑わいの創出を
⽀える交通環境の形成を⽬
指します。

○都⼼部の⾻格となる「都⼼
部環状道路」及び「都⼼部
放射道路」を整備します。

○新たに⾼架下道路を２路線
整備することにより、鉄道
南北の⼀体化を図るととも
に、北⼤通などの歩⾏空間
を拡幅し、ウォーカブル化
を図り、歩⾏空間を憩い楽しめる空間とすることで、賑わいを創
出します。

○釧路駅周辺の南北を連絡する新たな⾼架下道路は、公共交通(バ
ス)専⽤道路として整備することにより、賑わいの核となる⼈と公
共交通中⼼の広場空間を創出するとともに、安全安⼼なバス交通
環境を創出します。
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３－１１北大通と共栄新橋大通の接続について
北大通と共栄新橋大通の接続を直線ではなくL形に、また、通行車両は、公共交通(バス)専用と
した理由をＱ＆Ａ方式で整理しました。

釧路都心部まちづくり計画について

①防災の視点から、直
線での接続を考えて
いたが、通過交通が
増加し、⽬標として
いる「⼈と公共交通
が中⼼の賑わいの拠
点」の形成が難しい。

②駅前オープンスペー
スが、東⻄に分断さ
れ、拠点性が失われ
る。

③歩⾏者は最短距離で
移動できるよう歩⾏
者動線を確保し利便
性を向上させるほか、
津波発⽣時の徒歩避
難の際にも有効であ
ることが期待される。

①当初、公共交通優先
道路とし、時間帯で
の⼀般交通も可能と
考えた。

②しかし、乗継利便性
向上のため、バス
ターミナルを⾼架橋
の下に配置する⽅針
へ変更。

③バスと⼀般⾞両の輻
輳、市⺠が駅とター
ミナルを⾏き来する
際の、危険性が⾼ま
る可能性が判明した
ため、バス専⽤道路
とする。

④ただし、災害発⽣時
には、⼀般⾞の避難
路や緊急⾞両の通⾏
路として利⽤できる
運⽤を検討する。

①平成27年度に実施した、⼤津波発⽣時の⾃動⾞避難シミュレー
ションでは、北⼤通と共栄新橋⼤通を直線化した場合が最も早く
避難可能なため、直線化する案を基本に検討。

②しかし、都⼼部環状道路や新たな交差道路の整備により、都⼼部
内の通過交通が減少することから、直線化しなくても交通混乱の
低減化が可能。

Ｑ１直線にしない理由 Ｑ２バス専用にした
理由

Ｑ３ 防災の視点から直線化するのではなかったのか
Ｌ形

歩行者専用道路
バス専用道路

新設高架下道路
交通広場アクセス道路
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３－１２駅周辺の再整備に向けた今後のスケジュールについて

釧路都心部まちづくり計画について

今後は、鉄道高架事業の事業主体と
想定される北海道や鉄道事業者と連携・
調整を図りながら、概略設計や詳細設
計を進め、各事業とも、概ね最短で８
年後の事業着手を目指します。

なお、市が事業主体として想定され
る土地区画整理事業につきましては、
公共用地や鉄道用地の再編を基本とし、
また、民間事業者との対話による導入
機能の検討を進め、公共の土地区画整
理事業と民間事業者の開発により、釧
路駅周辺の再整備を目指します。
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３－１３ 釧路都心部まちづくり計画に基づく概算事業費と市の負担額

釧路都心部まちづくり計画について

本計画に基づき、概算事業費と想定される市の負担額を独自に試算しました。
なお、この概算事業費は、この事業規模がどれくらいのものかイメージを持っていただくために
簡易的に試算したものです。市では今後、概略設計等を進める中で関係機関と協議を行いながら、
より精度の高い事業費の精査とコスト縮減に努めていきます。

　　概算事業費 (全体) 1 6 8 億円
鉄道高架整備費(Ｈ28試算) 96億円

街路整備費(H28試算) 25 億円

土地区画整理事業費(R2試算)

北大通などの再構築事業 (次年度以降算出)

(市の負担額)

約20億円

約6億円

約30億円

約56億円

47 億円

市独自の試算による令和２年度時点での概算事業費

注 ) 鉄道高架整備費は、コスト縮減を主眼においた試算である。

注 )   鉄道高架整備費の市の負担額は、北海道が事業主体と想定される「連続立体交差事業」に基づいて算出している。

注 ) 今後の概略設計や関係機関との協議の進展により、事業費の増減が想定される。

注 ) 現行の国の補助制度や社会資本整備総合交付金の制度に基づいて算出している。



３－１３ 釧路都心部まちづくり計画に基づく概算事業費と市の負担額

釧路都心部まちづくり計画について

鉄道高架整備費

街路整備費

土地区画整理事業費

その他事業費

・高架部の工法変更 (盛土)など。

H19試算

2 9 0 億円

1 6 2 億円

2 7 億円

9 3 億円

8億円

Ｒ２試算

1 6 8 億円

9 6 億円

2 5 億円

4 7 億円

試算中

※主な減額理由

・道路幅員の縮小など。

・区域の縮小など。

概
算
事
業
費
内
訳

概算事業費 合計

1 5 9 億円概算事業費に占める
市の負担額

5 6億円 ・鉄道高架の事業主体を北海道と想定
　していることなど。

○この56億円については、単年度で一度に支出
　しない。長期にわたる事業期間中に支出する
　ので、単年度ごとの市の負担は抑えられると
　想定。

単年度で支出しない
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